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１．徳島県道路啓開計画改定の背景

令和７年４月１６日 改正道路法 公布・施行

令和７年６月２０日 基本政策部会
新たな道路啓開計画の枠組み＜報告＞

令和７年７月３１日 道路啓開計画ガイドライン【地震・津波編】策定・公表

令和７年８月２８日 四国ブロック
四国道路啓開計画協議会 開催

※順次、他の自然災害について検討

令和７年９月１２日 徳島県南海トラフ巨大地震
津波浸水想定 公表

令和８年２月 ４日 徳島県南海トラフ巨大地震
被害想定 公表

四国ブロック
四国広域道路啓開計画【地震・津波編】

策定・公表
令和８年３月２７日

徳島県
道路啓開計画協議会 規約改正

※道路法第28条の2に基づき平成２８年１０月に協議会を設置し、
同法第22条の3に定める計画策定とした協議会へ規約改正

徳島県
道路啓開計画 改定・公表

令和８年内目標

※道路法第28条の2に基づき平成２７年２月に協議会を設置し、
同法第22条の3に定める計画策定とした協議会へ規約改正

令和８年５月２９日
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２．徳島県の津波浸水想定

南海トラフ巨大地震 津波浸水想定（R7.9.12）

出典：徳島県津波浸水想定（令和7年9月12日公表）
【資料１】浸水浸水想定に関する諸条件等【抜粋】
【資料３】最高津波水位・最大波到達時間

○ 海陽町（宍喰漁港中央部）では、最高津波水位１６．３ｍが想定されている。
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２．徳島県の被害想定

南海トラフ巨大地震 被害想定＜揺れ＞ （R8.2.4）

出典：徳島県南海トラフ巨大地震被害想定（令和8年2月4日公表）
【資料２】震度分布図

○ 徳島県内のすべての市町村において震度６弱以上の「強い揺れ」が想定されている。
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２．徳島県の被害想定

南海トラフ巨大地震 被害想定＜液状化＞ （R8.2.4）

出典：徳島県南海トラフ巨大地震被害想定（令和8年2月4日公表）
【資料３】液状化危険度分布図

○ 沿岸部や河川流域では、液状化の危険度が「極めて高い」又は「高い」と想定されている区域が多く分布して
いる。
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３．徳島県道路啓開計画改定に向けた検討項目

現行計画からの主な改定内容（全体像）
〇道路啓開計画ガイドライン【地震・津波編】を踏まえ、現行計画（令和６年６月版）

の項目を見直しする。

現行計画（令和6年6月版）
1.はじめに
2.計画の概要
2-1.計画の背景
2-2.計画の目的
2-3.計画の要旨

3.道路啓開の基本的な考え方
3-1.対象とする災害と被害
3-2.計画を適用する地震規模
3-3.地震発生時の初動
3-4.道路啓開の対象道路
3-5.優先するルート
3-6.道路啓開の目標
3-7.支援要請等連絡系統

4.道路啓開作業実施手順
5.(一社)徳島県建設業協会との協定
6.今後の課題
7.巻末資料
7-1.防災活動拠点一覧表【施設別】

改定版（案）
1.対象とする災害

1-1.計画の目的

1-2.想定する大規模災害

3.優先的に道路啓開を実施する路線･区間

3-1.防災拠点の設定

3-2.被災地域への啓開路線の設定

5.資機材の備蓄･調達

6.実践的な訓練

7.情報収集・伝達

8.その他

2.道路啓開の目標

4.道路啓開の方法

4-1.道路啓開作業

4-2.道路啓開の手順（タイムライン）

4-3.道路啓開を実施する建設業者等

new

new

項目見直し
※主な項目
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具体的な検討内容（全体像）
〇道路啓開計画ガイドライン【地震・津波編】や徳島県南海トラフ巨大地震の津波浸水

想定を踏まえた四国広域道路啓開計画【地震・津波編】（令和８年３月版）を考慮し
現計画の改定を行う。具体的な検討内容は、以下のとおり。

３．徳島県道路啓開計画改定に向けた検討項目

道路啓開計画の項目（ガイドライン）

第２回協議会

協議対象

第３回協議会

協議対象

・南海トラフ地震を対象 〇 －

２．道路啓開の目標（２号関係） ・救命救急活動ルート（路線・区間）の設定 〇 －

３．優先的に道路啓開を実施する路線・区間（３号関係） ・海側からのアクセスルートの確保 － 〇

・関係機関毎のタイムラインの整理 － 〇

・道路啓開担当業者割付図の見直し － 〇

・訓練内容の検討、計画作成 － 〇

・関係機関を含む情報連絡体制の整理 － 〇

・規約改正（R8.5.29） － －

・随時見直し － －

・道の駅の情報を整理 － 〇

・ハード整備の状況や被災リスクを整理 － 〇

・地域特有の課題を整理 － 〇

・複合災害時のリスクを整理 － 〇（６）複合災害の扱い

具体的な検討内容

〇

６．実践的な訓練（６号関係）

７．情報収集・伝達（７号関係）

８．その他（８号関係）

（１）道路啓開計画協議会関係

（２）定期的な計画見直し

（３）「道の駅」の活用

（４）道路啓開ルートのリスクの整理

（５）地域の道路ネットワークの課題等の整理

５．資機材の備蓄・調達（５号関係）

（１）資機材（建設機械含む）の必要量の算出 ・資機材の必要量算定及び備蓄量等の確認

・砕石配備計画の検討及び備蓄箇所の整備

 （阿南１箇所、美波１箇所 整備中）

・資材置き場や崩土等搬出先候補地の整理

【県独自】

・液状化リスク評価と応急対応策の検討

・応急橋梁の現状把握と配備検討

－

（２）備蓄量及び不足量の確認

（３）不足量への対応（調達）

（４）備蓄量の確認と見直し

（５）その他

４．道路啓開の方法（４号関係）

（１）道路啓開作業の手順（タイムライン）

（２）管理区分を超えた道路啓開の実施

（３）道路啓開を実施する建設業者の範囲について

大項目 小項目

１．対象となる災害の種類（１号関係）
（１）地方整備局等の広域ブロック単位の対象災害

（２）都道府県単位の対象災害
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３．徳島県道路啓開計画改定に向けた検討項目

出典：徳島県南海トラフ巨大地震被害想定（令和8年2月4日公表）

１．対象となる災害の種類（１号関係）
（２）都道府県単位の対象災害

〇最も大きな被害が想定される「南海トラフ地震」を対象とし、
災害時想定震度６弱以上の「県全域」を被災エリアとして設定する。

第２回協議会協議事項
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２．道路啓開の目標（２号関係）
３．優先的に道路啓開を実施する路線・区間（３号関係）

〇四国広域道路啓開計画（令和８年３月版）の拠点や啓開候補路線の考え方は、
以下のとおり。

３．徳島県道路啓開計画改定に向けた検討項目

道路啓開の目標

出典：四国広域道路啓開計画【地震・津波編】（令和8年3月版）

防災拠点の設置（表3.1 拠点の考え方）

啓開候補路線の考え方（表3.8 啓開候補路線の考え方）

四国広域道路啓開計画（R8.3版）
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２．道路啓開の目標（２号関係）
３．優先的に道路啓開を実施する路線・区間（３号関係）

〇四国広域道路啓開計画（令和８年３月版）を考慮した「防災拠点」と
「そこへ至るルート」の設定の考え方は、以下のとおり。

３．徳島県道路啓開計画改定に向けた検討項目

防災拠点設定の考え方（案）

※四国広域道路啓開計画【地震・津波編】
（令和８年３月版）で位置づけ

各防災拠点へ至るルート設定の考え方（案）

救命救急活動拠点 ： １５７拠点（以下の①～⑤いずれかに該当する拠点）

① 国が定めた「南海トラフ地震における具体的な応急対策活動に
関する計画」で位置づけられた防災施設⇒当計画と整合を図る

② 「徳島県地域防災計画」における災害拠点病院等の医療機関⇒救命救急の拠点となるため重要
③ 国、県、市町村役場（支所は除く）等の行政施設⇒災害対策本部等の機能や役割の拠点となるため重要
④ 警察、消防施設（分署・出張所を含む）⇒救出救助活動に必要な拠点となるため重要
⑤ 「徳島県広域防災計画」で位置づけられた防災施設⇒県外からの応援部隊や物資の受入れ拠点となるため重要

防災拠点 ： 計２５６拠点（徳島県現計画）

広域進出拠点 ： ４拠点（あすたむランド、南部健康運動公園、
道の駅「いたの」、道の駅「日和佐」）

救助活動拠点 ： ９５拠点（上記以外の拠点）

①広域支援ルート （発災から概ね２４時間以内）
・各部隊等の広域的な移動のため広域進出拠点を連絡するルート
（四国広域道路啓開計画（R8.3版）で示されたルート）

②救命救急活動ルート （発災から概ね２４時間以内）
・人命救助に係る救急救命活動拠点に移動するためのルート
（広域支援ルートと救命救急活動拠点を結ぶルート）

③被災地内ルート （発災から概ね７２時間以内）
・甚大な地震・津波被害等が想定される地域内のルート
（上記以外の緊急輸送道路）

〇道路啓開の対象道路は、徳島県地域防災計画に基づく、１次、２次、３次
緊急輸送道路とし、次の３つに分類し設定する。

※救命救急活動拠点の選定一覧表及び
ルート図（案）は参考資料３参照

〇拠点の役割や機能に応じて、次の３つに分類し設定する。

第２回協議会協議事項

新

新



令和８年度 第２回徳島県道路啓開計画協議会 11

２．道路啓開の目標（２号関係）
３．優先的に道路啓開を実施する路線・区間（３号関係）

〇陸路からのアクセスが困難な場合に備え、海側からのアクセスルートの確保も検討
する。

３．徳島県道路啓開計画改定に向けた検討項目

能登半島地震（R6.1）での事例

出典：四国広域道路啓開計画（令和6年12月版）

※LCAC上陸場所の最終判断は、海上自衛隊の第1輸送隊による
LCAC揚陸適地調査にて、LCACの上陸可否および道路へのアクセス
性を踏まえ、安全性や確実性も考慮した上で自衛隊が行う。

LCACでの上陸の様子
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２．道路啓開の目標（２号関係）
３．優先的に道路啓開を実施する路線・区間（３号関係）

〇具体的には、海上自衛隊が保有する輸送艦への資機材等の積込候補場所や、
LCAC（エア・クッション型揚陸艇）の上陸候補場所（案）を検討する。

３．徳島県道路啓開計画改定に向けた検討項目

海路を活用した道路啓開

出典：四国広域道路啓開計画【地震・津波編】（令和8年3月版）

四国広域道路啓開計画を基に、
積込候補箇所及びLCACの上陸候補場所
（案）を検討する。

出典：四国広域道路啓開計画【地震・津波編】（令和8年3月版）

出典：四国広域道路啓開計画【地震・津波編】（令和8年3月版）
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４．道路啓開の方法（４号関係）
（１）道路啓開作業の手順（タイムライン）

〇地震発生から72時間までに道路管理者や関係機関が実施すべき事項について、
役割分担を明確にしたタイムラインを整理する。

〇南海トラフ地震臨時情報発表時の対応についても検討する。

３．徳島県道路啓開計画改定に向けた検討項目

道路啓開に向けた「タイムライン」

出典：四国広域道路啓開計画【地震・津波編】（令和８年3月版）

南海トラフ地震臨時情報発表時の対応

四国広域道路啓開計画の
タイムラインを基に整理
する。

南海トラフ地震臨時情報発
表時の対応も検討する。
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４．道路啓開の方法（４号関係）
（３）道路啓開を実施する建設業者の範囲について

〇道路啓開の目標および優先的に道路啓開を実施する路線・区間の検討結果を踏まえ、
道路啓開担当業者割付図を見直しする。

３．徳島県道路啓開計画改定に向けた検討項目

例：道路啓開担当業者割付図（鳴門支部）現在

「広域支援ルート」「救命救急活動ルート」「被災地内ルート」
の設定に基づき見直しする。
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５．資機材の備蓄・調達（５号関係）
（１）資機材（建設機械含む）の必要量の算定、（２）備蓄量及び不足量の確認
（３）不足量への対応（調達）、（４）備蓄量の確認と見直し、（５）その他

〇被災想定（橋梁の段差、法面崩落など）を基に資機材（砕石や大型土のう袋、
バックホウなど）の必要量を算出する。

〇道路管理者保有の資機材に加え、建設業者が平時より保有している資機材の備蓄量
を把握し、不足量を確認する。不足する場合は、調達方法などについて検討する。

３．徳島県道路啓開計画改定に向けた検討項目

出典：四国広域道路啓開計画【地震・津波編】（令和８年３月版）

（参考）四国ブロック全体での必要資機材・備蓄量・差引一覧 （参考）必要資機材・備蓄量算定の地域区分

建設業協会の各支部毎に整理する。

～ 建設業協会（各支部）からの意見 ～
重機の搬送方法を検討しておいてはどうか。
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５．資機材の備蓄・調達（５号関係）
（１）資機材（建設機械含む）の必要量の算定、（２）備蓄量及び不足量の確認
（３）不足量への対応（調達）、（４）備蓄量の確認と見直し、（５）その他

３．徳島県道路啓開計画改定に向けた検討項目

橋梁の段差に伴う砕石配備計画の検討及び備蓄箇所の整備
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５．資機材の備蓄・調達（５号関係）
（１）資機材（建設機械含む）の必要量の算定、（２）備蓄量及び不足量の確認
（３）不足量への対応（調達）、（４）備蓄量の確認と見直し、（５）その他

３．徳島県道路啓開計画改定に向けた検討項目

橋梁の段差に伴う砕石配備計画の検討及び備蓄箇所の整備

道路啓開に必要な砕石等の備蓄箇所整備
（Ｒ８年度実施：阿南１箇所、美波１箇所）

備蓄箇所整備の候補地を検討する。

～ 建設業協会（各支部）からの意見 ～
仮設用コンクリートブロックについて、
統一した仕様（型枠等）を作成してはどうか。
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５．資機材の備蓄・調達（５号関係）
（１）資機材（建設機械含む）の必要量の算定、（２）備蓄量及び不足量の確認
（３）不足量への対応（調達）、（４）備蓄量の確認と見直し、（５）その他

〇大量のガレキや法面崩壊による土砂の発生に備え、搬出可能な仮置き場の候補地も
検討する。

３．徳島県道路啓開計画改定に向けた検討項目

資材置き場や崩土等搬出先候補地の整理
国、県所有の資材置き場や
市町村管理の残土処理場等を
地図上で整理する。

～ 建設業協会（各支部）からの意見 ～
資材の受け渡しについて、具体的な手続きや運用方法を
事前に決めておく必要があるのではないか。

災害時に発生する土砂をすぐに搬出できる処分場、
あるいは、仮置き場をあらかじめ確保しておいてほしい。

河川事業用にストックしてあるブロックなどの備蓄資材
についても、緊急時には道路復旧のために流用できる
仕組みがあれば、迅速な対応が可能となる。
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５．資機材の備蓄・調達（５号関係）
（１）資機材（建設機械含む）の必要量の算定、（２）備蓄量及び不足量の確認
（３）不足量への対応（調達）、（４）備蓄量の確認と見直し、（５）その他

３．徳島県道路啓開計画改定に向けた検討項目

【県独自の検討事項】
① 液状化リスク評価と応急対応策の検討

主要幹線道路（国道１１号・５５号）から空港（徳島飛行場）や港湾（徳
島小松島港・橘港・浅川港）へと至る緊急輸送道路において、沈下量や地
下埋設物の浮き上がりなどの液状化リスク評価を行い、道路啓開に必要な
応急対応策を検討する。

【液状化被害事例】

・道路の陥没 ・マンホールの浮き上がり

【液状化危険度分布図】

出典：徳島県南海トラフ巨大地震被害想定（R8.2.4）
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５．資機材の備蓄・調達（５号関係）
（１）資機材（建設機械含む）の必要量の算定、（２）備蓄量及び不足量の確認
（３）不足量への対応（調達）、（４）備蓄量の確認と見直し、（５）その他

３．徳島県道路啓開計画改定に向けた検討項目

【県独自の検討事項】
② 応急橋梁の現状把握と配備検討

〇県保有の応急組立橋梁（２橋）徳島県美馬県土整備事務所 若宮倉庫

徳島県阿南県土整備事務所 那賀支所 荒谷資材置き場

応急組立橋梁の活用事例
（徳島河川国道事務所保有の応急組立橋梁を貸与）

・国や地方自治体等が保有する応急橋梁の現状を把握し、
整理する。

・新規保有する応急橋梁の基本仕様や配備等の検討を行う。
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６．実践的な訓練（６号関係）
〇訓練内容の充実と計画的な実施の検討を行う。

３．徳島県道路啓開計画改定に向けた検討項目

出典：四国広域道路啓開計画【地震・津波編】（令和８年３月版）

（参考）四国ブロック全体での訓練メニュー

（段差の応急復旧：土佐国道事務所）

訓練実施状況

～ 建設業協会（各支部）からの意見 ～
いざという時に動けるよう、訓練をしておくことが重要。

危機管理部と連携し、総合防災訓練を活用するなど、
徳島県で実施する訓練内容等を検討する。
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７．情報収集・伝達（７号関係）
〇タイムラインを踏まえて関係機関との情報収集・連絡体制を整理する。

３．徳島県道路啓開計画改定に向けた検討項目

出典：四国広域道路啓開計画【地震・津波編】（令和８年３月版）

（参考）情報連絡体制

※ 国・市町村が管理する道路啓開の
対象道路の要請は、県（各県土整
備事務所・各支所）を経由して、
建設業協会の各支部へ連絡を行う。
（現計画から変更なし）

～ 建設業協会（各支部）からの意見 ～

国、県、市町村からそれぞれ要請や指示が来ても

混乱するので、連絡や指示系統を一元管理した

確実な連絡体制づくりをお願いしたい。
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８．その他（８号関係）
（３）「道の駅」の活用

〇啓開ルート沿いに位置する道の駅の防災機能の現状を整理し、活用方法を検討する。

３．徳島県道路啓開計画改定に向けた検討項目

出典：四国広域道路啓開計画【地震・津波編】（令和８年３月版）

（参考）四国ブロック全体での道の駅の防災機能

徳島県の道の駅に関して情報を整理する。
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８．その他（８号関係）
（４）道路啓開ルートのリスクの整理

〇啓開ルートにおける橋梁の耐震化や無電柱化などの実施状況を地図上にプロットし、
防災上のリスクを整理する。

３．徳島県道路啓開計画改定に向けた検討項目

徳島県全体の啓開ルート上の防災上のリスク
を整理する。

（参考）整理するリスクの種類と道路啓開への影響など （参考）道路啓開ルート上の防災上のリスク

出典：四国広域道路啓開計画【地震・津波編】（令和８年３月版）
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８．その他（８号関係）
（５）地域の道路ネットワークの課題等の整理

〇道路啓開にあたり、隘路となる箇所や道路ネットワークの課題を整理する。

３．徳島県道路啓開計画改定に向けた検討項目

徳島県の地域性を踏まえた課題を整理する。

（参考）四国の道路ネットワークの課題

出典：四国広域道路啓開計画【地震・津波編】（令和８年３月版）
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８．その他（８号関係）
（６）複合災害の扱い

〇地震・津波だけでなく、大雨や台風など他の災害が同時もしくは後発で発生すること
も想定し、複合災害時のリスクを整理する。

３．徳島県道路啓開計画改定に向けた検討項目

（参考）豪雨等の災害リスク（参考）複合災害（風水害）による被災シナリオ

出典：四国広域道路啓開計画【地震・津波編】（令和８年３月版）

徳島県全体の複合災害時のリスクを整理する。


